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ト工学教育改革の一環として、工学部の歴史の中の一つの

転機を作ったのが2006年度における工学部第二部入学生

募集停止の決定です。1949年5月、横浜国立大学では新制

大学設置とともに、工学部第二部機械工学科及び化学工業

科を設置しました。高等学校卒業後に企業で働く勉学意欲

に燃えた勤労青年に、夜間に授業を開講することにより学部

レベルの工学教育を行うことを目的としたものでした。幾多

の優秀な人材を輩出し、卒業生の活躍は産業界からも高い

評価を得てきました。1985年には工学部に博士課程が設

置され、既存の学科が四学科に改組されたのと同時に、工

学部第二部機械工学科と第二部応用化学科（1962年4月

改称）をそれぞれ第二部生産工学科と第二部物質工学科に

改組しました。この間、高度経済成長期を経て産業構造や社

会情勢が大きく変化したため、勤労青年の入学者が減少して

いきました。工学部第二部では、カリキュラムの改定を実施

し、また推薦入試や社会人特別選抜を設けて入試方法の多

様化を図ってきました。2001年には企業アンケートの結果

を踏まえ、入学定員を60名から30名とする改革も行いま

した。しかし、最近では勤労青年や社会人（有職者）の受験

者および入学者はさらに少なくなっていました。文部科学省

に対する2005年中央教育審議会答申「我が国の高等教育

の将来像」にあるように、また工学部が実施した企業アンケ

ートに対する回答などからも明らかになったように、従来第

二部が担ってきた勤労青年及び社会人を対象とした教育は、

大学院レベルにおける教育に対する需要へと変化しており

ます。このような状況を踏まえて工学部は、第二部生産工学

科と第二部物質工学科の入学生募集を停止することを決め

ました。工学部としては、第二部の教育資源を大学院におけ

る教育と研究に振り向け、現在も行っている社会人教育を

大学院において継続して拡充するとともに、社会人教育も含

む実務家教育の新しいプログラムを大学院工学府の各専攻

の中に設置することを決めました。

我々の工学教育改革に対する取り組みは、大学院部局化

時に遡り、その記録は1999年3月の大学院・学部教育検討

委員会による「新しい工学教育の構築を目指して」と題する

報告書、2000年3月の工学教育改革企画委員会による「新

世紀に向けての教育改革2000－工学部・工学研究科の教

育」に残されています。その精神は教育企画経営会議に受け

継がれ、2005年3月には「工学府教育ビジョンWG活動中

間報告－学生の視点からの教育改革」がまとめられました。

その内容は2005年６月に中央教育審議会から出された中

間報告「新時代の大学院教育_国際的に魅力ある大学院教育

の構築に向けて」の内容を先取りしたものとなっていました。

このWG報告を受けて、文部科学省の2005年度教育プロ

グラム「大学教育の国際化推進プログラム」に採用された

『イノベーションを指向した工学系大学院教育』プログラムの

もとで、英国のEngD（Engineering Degree）ならびに米

国のPSM(Professional Science Master)と工・経融合

教育に関する視察調査および工学系大学院教育に関する企

工学部第二部入学生募集停止と新しい工学系大学院教育

業アンケートを行い、工学府独自の「実践的学術の拠点」を

目指した工学系大学院教育である新しい大学院プログラム

「ヨコハマ方式大学院教育」提案へとむすびついていきまし

た。それは技術者、研究者養成に加えて、起業技術者育成を

含めた多様な形態の工学系大学院を目指し、社会人をも視

野に入れ、広い分野にまたがる教育体系を提案しているも

のです。

日本の工学系大学院では、大学院生は一つの研究室に所

属し、指導教員のもとで専門分野の知識や研究方法を受け

継ぐ教育方式を基本としてきました。これを一本の線で表し

て、Ｉ型人材育成教育と呼びますと、我々の提案はＴ型および

Π型人材育成教育と呼ぶことができます。ここでΠはギリシ
ャ語の大文字でパイと読みます。Ｔの文字の縦棒により象徴

されているのは創造的研究開発を行うための強固な基礎学

力と研究能力、原理・原則の深い理解をもった専門性で、Ｔ

文字の横棒により象徴されているものは、次世代社会を支

える工学の分野を俯瞰できる能力を養って、幅広い工学的

素養の修得の為に、工学府４専攻横断型の教育機会を提供

するものです。Ｔ型人材育成はTED（T-type Engineering

Degree）プログラムと名づけられました。プログラムの修

了審査は、博士課程前期は修士論文、後期は博士論文の審

査により行われます。一方、Π型人材育成は、Πの横棒で表
される工学基盤知識と、Πの二つの縦棒が象徴する複数のモ
ジュールを核とした教育プログラムです。一つの専門分野に

とらわれることなく、複数の教員による「スタジオ（工房）教育」

を核としたものでPEDプログラム（Π-type Engineering
Degree program）と名づけられています。この新しい教育

プロラムはスタジオ教育を核とし、それに関連する講義科

目群からなる｢モジュール｣が実施単位となります。現実に即

した課題の解決を通して実際の社会の要望に応えた高度な

ものづくり教育を行います。たとえば工学府社会空間システ

ム学専攻建築学コースでは、横浜の港街地区 -馬車道にスタ

ジオ、Y-GSA（横浜国立大学大学院／建築都市スクール）を

開設しています。工学府４専攻それぞれでは、企業との密接

な連携と確固たる学修計画に基づく長期インターンシップ

を導入し、スタジオと同等の単位を与えています。

また、工学系分野にて博士号を取得し、さらなるキャリア

アップや再チャレンジを希望する社会人の方に経済的な支

援（授業料減免：文部科学省特別教育研究経費｢再チャレン

ジ支援経費｣）や土日夜間開講を積極的に組み入れたカリキ

ュラムによる｢再チャレンジによる在職社会人技術者等の高

度キャリア開発支援プログラム｣を準備し、社会人の就学を

強力に支援しています。「ヨコハマ方式大学院教育」は２００７年

４月に始まります。


